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続・スマートフォンがカーナビに！ 
 

酒井 寿紀（Sakai Toshinori） 酒井 IT ビジネス研究所 

 

スマートフォンの状況は？ 

前号に、今後のカーナビはスマートフ

ォンと簡便な車載機の組み合わせが主流

になると思われると記した。今回は、企

業がこの問題にどう取り組んでいるかを

見てみよう。 

調査会社の IDC によると、2013 年第 1
四半期にはグーグルとアップルの OS を

使ったスマートフォンの出荷台数が、全

体の 92%を占めたという。そこで、まず

この 2 グループのスマートフォンについ

て見てみよう。 

グーグルは同社の OS である Android
用のカーナビのアプリを 2009 年 10 月か

ら提供している。これは、行き先の音声

入力、音声案内、道路の渋滞状況の表示、

所要時間の推定などの機能を含むもので、

無料である。 
一方、アップルの iPhone は、2012 年

9 月までは独自の地図やカーナビのアプ

リを持たず、グーグルのアプリをユーザ

ーに提供していた。しかし、同社は地図

やナビのアプリの重要性を認識し、2012
年 9 月に独自のアプリの提供を始めた。

これは当初不良が多く、社長が謝罪する

破目に陥ったが、その後同社はその改善

に全力を注いできた。 
こうして、現在は両社ともスマートフ

ォンでの地図やナビのアプリの提供、機

能強化に力を入れている。 
特に欧米では従来 PND (Personal 

Navigation Device)という小型のカーナ

ビが広く使われてきたが、近年その売り

上げが減り、上記のようなスマートフォ

ンのカーナビ機能に取って代わられつつ

ある。しかし、スマートフォンの小さい

画面では、見にくく操作性も悪い。また

音楽は大型スピーカーで聴きたい。その

ため、スマートフォンが大画面とスピー

カーを備えた簡便な車載機と連動するこ

とが望まれるが、現在大手企業でグーグ

ル系やアップルのスマートフォン用の簡

易車載機を提供しているところはないよ

うだ。 

  

標準化の動き 

最近、スマートフォンと簡易車載機の

標準インタフェースを制定しようという

活動が始まった。これは、元々ノキアの

研究所で始まったものだが、2011 年 2 月

に CCC (Car Connectivity Consortium)
という団体が設立され、現在はここが推

進している。現在のメンバーは 94 社で、

自動社会社では、トヨタ、ホンダ、GM、

メルセデス・ベンツなど、スマートフォ

ンのメーカーでは、サムスン、ソニー、

ノキアなど、車載機のメーカーでは、ア

ルパイン、JVC ケンウッド、パナソニッ

クなどが加入している。 
CCC によって 2013 年 2 月に Mirror- 

Link 1.0 という標準仕様が公開された。

これはスマートフォンの画面を車載機に

伝える機能を中心とするものだが、今後

は自動車内の各種センサーの情報をスマ

ートフォンに伝える方法の標準化なども

検討するという。 
現在、アルパイン、JVC ケンウッド、

パイオニア、パナソニック、ソニーなど
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が MirrorLink の規格を満たす簡易車載

機を発表している。 
 

現状の問題は？ 

このような現状の問題点は何だろう

か？ 

まず第 1 は、「MirrorLink の正体は何

か」ということだ。 
現在、スマートフォンの市場では、グ

ーグル系とアップルの製品が市場の 90%
以上を占めている。ということは、これ

らの製品はスマートフォンの市場で事実

上の標準になっているということだ。し

かし、グーグルもアップルも CCC には加

入していない。両社は改めて標準仕様を

制定する必要性など感じていないためだ

と思われる。 
ノキアはスマートフォンの市場で出遅

れ、マイクロソフトと組んで Windows 
Phone を使って何とか遅れを挽回しよう

としている。そこで、「標準仕様」という

「錦の御旗」の下にできるだけ多くの企

業を糾合し、ノキアがそのグループの盟

主になって、スマートフォンの市場の一

半を獲得することを狙っているのだと思

われる。グーグルやアップルに対抗する

にはノキア 1 社だけでは無理で、束にな

ってかからなければ勝ち目がないからだ。 
90 社以上の自動車会社やカーナビ・メ

ーカーがこの話に乗ってきたのは、これ

らの企業も、グーグルやアップルの傘下

に入って独自の事業展開ができなくなる

ことは避けたいと考えたからだろう。こ

の標準仕様が世界中で普及すれば、この 2
社に牛耳られなくて済むと考えるのはご

く自然なことだ。 
しかし、過去 50 年の IT の歴史で、こ

のように事実上の標準に対抗しようとし

た標準化の試みが成功した例はいまだか

つてない。 
第 2 の問題は、「MirrorLink に頼るの

は妥当か」ということだ。 
MirrorLink の正体が何であろうと、ビ

ジネスとして成功すれば問題はない。し

かし、現在 MirrorLink を謳っているスマ

ートフォンのナビのアプリはほとんどが

有料だ。例えば、パナソニックの簡易車

載機が対応しているナビのアプリは年間

3,800 円である。それに対し、グーグルや

アップルのアプリは無料だ。従来のカー

ナビ・メーカーがソフトだけを切り離し

て販売しようとすれば、有料にしたくな

るのは分かるが、これでは勝負にならな

い。 
従来のカーナビ・メーカーは、グーグ

ルやアップルの事実上の標準を認め、そ

のスマートフォン用の簡易車載機の製

造・販売を目指すべきだ。そして、過去

に蓄積したソフト資産を生かすには、グ

ーグルやアップルのナビのアプリの付加

機能としての活用を考えるべきだと思わ

れる。 
「標準化」の美名に頼ろうとして失敗

した例は枚挙にいとまがない。

 
  


